
地域を見つめる経済情報誌

長野しんきん
北信地区経済動向

「すかい」（sky：空）は、北信地区経済の空模様を展望しながら、経済面からとらえた身近な情報をおとどけします。
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あなたに元気、まちに活気。

 3-20
月例調査レポート

■ 長野しんきん 月例調査レポート
■ 企業アンケート 30年の経営見通し ③
■ インタビュー  変革期の経営ビジョン
■ 北信濃  江戸時代の風景  （44）坂木
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　大きな帽子のような屋根を持つ「長野市若里多目的スポーツアリー
ナ（ビッグハット）」は長野冬季オリンピックのアイスホッケー会場。
　現在も長野駅から近いロケーションを活かし、フィギュアスケー
ト、アイスホッケーなどのスポーツ大会に、また、各種イベントや
展示会会場として広く利用されています。

長野市
ビッグハット
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　業界の市場の将来性　「拡大する」が３％、「縮小
する」が36％、「横ばい」が44％で、昨年とほぼ同様
の結果となりました。　
　重点的な経営課題　「人材の確保・育成」「既存事
業の販路・市場拡大」に次いで「新しい収益源の確
立」が３位に浮上しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　「業界の市場の将来性をどのように認識している
か」を聞きました。
　44％の企業は「市場規模は横ばいで進む」と答え
ていますが、「拡大する」は３％に過ぎず、36％の
企業は「縮小する」と答えています。これは昨年と
ほぼ変わらない結果です。
　従業員規模で見ると、昨年のような差は縮まり、
１～２㌽差になりました。

◇４業種（全産業比・前年比）　
　製造業　「拡大」（８％）と「わからない」（19％）が
他業種に比べ最も高くなりました。
　建設業  前年比は「拡大」が＋２㌽の２％となり、
｢縮小」も＋１㌽の36％となりました。
　卸小売業　「拡大」が▲４㌽の０％となり、他業
種に比べ最も低くなりました。「縮小」は５割を超
え（51％）、他業種に比べ最も高くなりました。30
人未満は47％、30人以上は71％です。
　サービス業　「横ばい」は６割を超え（61％）、他
業種に比べ最も高くなりました。「縮小」（28％）と
「わからない」（８％）は他業種に比べ最も低くなっ
ています。

　「今後、重点的に取り組みたい経営課題は何か」
を聞きました。
　前年に比べ、上位の ｢人材の確保・育成」（49％）
は▲２㌽、「既存事業の販路・市場拡大」（35％）は▲
５㌽となり、「新しい収益源の確立」（29％）が＋３㌽
となりました。「既存製品・サービスの高付加価値
化」（26％）と｢経費削減による収益力強化」（26％）
も ▲３～４㌽となりました。
　従業員規模で見ると、30人以上で｢人材の確保・
育成」（64％）、「設備投資（老朽設備の更新）」（33％）
｢既存製品・サービスの高付加価値化」（33％）が30
人未満より９～20㌽上回っています。

◇４業種（全産業比） 　
　製造業　「設備投資（老朽設備の更新）」（25％）と

｢設備投資（生産拡大や新分野進出）」（16％）が他業
種に比べ最も高くなりました。他方、「既存製品・
サービスの高付加価値化」（21％）と｢経費削減によ
る収益力強化」（21％）は他業種に比べ最も低くな
っています。
　建設業　「人材の確保・育成」（57％）、｢既存事業
の販路・市場拡大」（45％）が他業種に比べ最も高
くなりました。他方、「新しい事業分野への参入」
（８％）と｢設備投資（生産拡大や新分野進出）」（０
％）は他業種に比べ最も低くなっています。
　卸小売業　「新しい収益源の確立」（38％）、「既存
製品・サービスの高付加価値化」（31％）、「新しい
事業分野への参入」（13％）は他業種に比べて最も高
くなりました。他方、「人材の確保・育成」（33％）、
「設備投資（老朽設備の更新）」（16％）、「資金調達・
資金繰り改善」（４％）は他業種に比べ最も低くな
っています。
　サービス業　「人材の確保・育成」（57％）、「資金
調達・資金繰り改善」（20％）、「不採算事業の立て
直し・撤退」（10％）は他業種に比べ最も高くなり
ました。他方、「新しい収益源の確立」（26％）、「既
存事業の販路・市場拡大」（22％）は他業種に比べ最
も低くなっています。
◇次号は ｢人手不足｣を予定
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する」が36％ 「横ば 」が ％で 昨年とほぼ同様

アンケート
30年の経営見通し ③

29年１２月調査

●「業界の市場の将来性」をどのように認識しているか（％） ●今後、「重点的に取り組みたい経営課題」は何か（％）
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「人材の確保･育成」「既存事業の販路･市場拡大」
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業界の市場の将来性

重点的な経営課題

業種別

｢人材の確保・育成｣ 建設・サービス57％
｢既存事業の販路・市場拡大｣ 建設45％
｢新しい収益源の確立｣ 卸小売38％
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　業界の市場の将来性

　従業員規模による差が縮まる

業種別

｢拡大」製造８％  ｢縮小」卸小売51％
｢横ばい」サービス61％

重点的な経営課題

｢人材の確保・育成｣ 49％
｢既存事業の販路・市場拡大｣ 35％
｢新しい収益源の確立｣ 29％
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